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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の端末、第２の端末、及び、前記第１の端末及び前記第２の端末とネットワークを
介して通信可能な表示装置を有する表示システムであって、
　前記第１の端末は、
　第１の画像を表示する第１の表示部と、前記第１の画像に対応する第１のデータを前記
表示装置へ送信する第１の通信部と、を有し、
　前記第２の端末は、
　第２の画像を表示する第２の表示部と、前記第２の画像に対応する第２のデータを前記
表示装置へ送信する第２の通信部と、を有し、
　前記表示装置は、
　前記第１の端末から前記第１のデータを受信し、前記第２の端末から前記第２のデータ
を受信する第３の通信部を有し、
　前記表示装置は、
　前記第１の端末に対して前記第１のデータの送信を要求すると共に、前記第２の端末に
対して前記第２のデータの送信を要求し、
　　前記第１の端末及び前記第２の端末に、前記第１のデータ及び前記第２のデータの送
信を要求する際に、各端末の順番に関する情報を併せて通知し、
　前記第１の端末、及び、前記第２の端末は、
　前記表示装置からの要求に応じて、前記ネットワークを介して前記第１のデータ又は前
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記第２のデータを前記表示装置に送信する際、前記各端末の順番に関する情報に基づいて
、各端末の順番に応じてデータを送信するタイミングがずれるように、データを送信する
タイミングを異ならせる
　ことを特徴とする表示システム。
【請求項２】
　前記表示装置は、
　前記第１の画像に対応する画像、及び、前記第２の画像に対応する画像を含む合成画像
を表示する第３の表示部を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示システム。
【請求項３】
　第３の端末をさらに備え、
　前記第３の端末は、
　前記表示装置に、前記第１のデータ、及び、前記第２のデータの送信を要求し、
　前記表示装置は、
　前記第１の端末から受信した前記第１のデータ、及び、前記第２の端末から受信した前
記第２のデータを前記第３の端末に送信し、
　前記３の端末は、
　受信した前記第１のデータ、及び、前記第２のデータに基づいて、前記合成画像の画像
データを生成して、前記表示装置に送信し、
　前記表示装置は、
　前記第３の端末から受信した前記合成画像の画像データに基づいて、前記第３の表示部
により前記合成画像を表示する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示システム。
【請求項４】
　前記表示装置は、
　前記第１のデータ、及び、前記第２のデータを前記第３の端末に送信する際、データの
送信に係る処理を、間隔をあけて実行することを特徴とする請求項３に記載の表示システ
ム。
【請求項５】
　前記表示装置は、
　前記第１の端末から受信した前記第１のデータ、及び、前記第２の端末から受信した前
記第２のデータに基づいて、前記合成画像の画像データを生成する合成部をさらに備え、
　前記第３の表示部は、前記合成部が生成した前記合成画像の画像データに基づいて前記
合成画像を表示する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示システム。
【請求項６】
　前記各端末の順番に関する情報は、前記第１の端末及び前記第２の端末の順番を指定す
る端末一覧情報であり、
　前記第１の端末は、前記表示装置から前記第１のデータの送信の要求と併せて前記端末
一覧情報を受信し、前記端末一覧情報で指定された前記第１の端末の順番を取得し、取得
した順番に基づき前記第１の通信部により前記第１のデータを前記表示装置へ送信するタ
イミングを決定して、前記第１のデータを前記表示装置へ送信し、
　前記第２の端末は、前記表示装置から前記第２のデータの送信の要求と併せて前記端末
一覧情報を受信し、前記端末一覧情報で指定された前記第２の端末の順番を取得し、取得
した順番に基づき前記第２の通信部により前記第２のデータを前記表示装置へ送信するタ
イミングを決定して、前記第２のデータを前記表示装置へ送信することを特徴とする請求
項１乃至５のいずれか１項に記載の表示システム。
【請求項７】
　前記第１のデータは、前記第１の画像のサムネイル画像の画像データであり、前記第２
のデータは、前記第２の画像のサムネイル画像の画像データであることを特徴とする請求
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項１乃至６のいずれか１項に記載の表示システム。
【請求項８】
　第１の端末及び第２の端末とネットワークを介して通信可能な表示装置であって、
　前記第１の端末に対して前記第１の端末が表示する第１の画像に対応する第１のデータ
の送信を要求すると共に、前記第２の端末に対して前記第２の端末が表示する第２の画像
に対応する第２のデータの送信を要求し、これら要求に際し、前記第１の端末及び前記第
２の端末が前記第１のデータ及び前記第２のデータを異なるタイミングで送信するために
必要な情報を前記第１の端末及び前記第２の端末に通知し、
　前記第１の端末及び前記第２の端末により異なるタイミングで送信された前記第１のデ
ータ及び前記第２のデータを受信する
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項９】
　第１の端末、第２の端末、及び、前記第１の端末及び前記第２の端末にネットワークを
介して通信可能な表示装置を有する表示システムの制御方法であって、
　前記表示装置は、
　前記第１の端末に対して前記第１の端末が表示する第１の画像に対応する第１のデータ
の送信を要求すると共に、前記第２の端末に対して前記第２の端末が表示する第２の画像
に対応する第２のデータの送信を要求し、
　　前記第１の端末及び前記第２の端末に、前記第１のデータ及び前記第２のデータの送
信を要求する際に、各端末の順番に関する情報を併せて通知し、
　前記第１の端末は、
　前記表示装置からの要求に応じて、前記各端末の順番に関する情報に基づいて、前記第
２の端末が前記第２のデータを送信するタイミングとは異なるタイミングで、前記第１の
データを送信し、
　前記第２の端末は、
　前記表示装置からの要求に応じて、前記各端末の順番に関する情報に基づいて、前記第
１の端末が前記第１のデータを送信するタイミングとは異なるタイミングで、前記第２の
データを送信し、
　前記表示装置は、
　前記第１の端末及び前記第２の端末により異なるタイミングで送信された前記第１のデ
ータ及び前記第２のデータを受信する
　ことを特徴とする表示システムの制御方法。
【請求項１０】
　前記第１の端末は、
　　前記表示装置から前記第１のデータの送信の要求と併せて受信した前記各端末の順番
に関する情報に基づき第１の時間を決定し、
　　前記表示装置から前記第１のデータの送信の要求を受信したタイミングから、前記第
１の時間が経過した後に前記第１のデータを送信し、
　前記第２の端末は、
　　前記表示装置から前記第２のデータの送信の要求と併せて受信した前記各端末の順番
に関する情報に基づき第２の時間を決定し、
　　前記表示装置から前記第２のデータの送信の要求を受信したタイミングから、前記第
２の時間が経過した後に前記第２のデータを送信し、
　前記第１の時間と前記第２の時間は異なる時間である
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示システム、表示装置、及び、表示システムの制御方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、複数の端末（画像供給装置）と、表示装置（画像表示装置）とがネットワークを
介して接続され、表示装置が、複数の端末から画像に対応するデータを受信し、受信した
データに基づいて、各データに対応する複数の画像を同時に表示する表示システム（画像
表示システム）が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２７８８２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した表示システムのように、表示装置に複数の端末がネットワークを介して接続さ
れたシステムでは、複数の端末が同時に表示装置にデータを送信した場合に、ネットワー
クの通信負荷が増大して通信に遅延が生じる可能性があった。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、複数の端末と、表示装置とがネ
ットワークを介して接続された表示システムについて、ネットワークの通信負荷を低減す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、第１の端末、第２の端末、及び、前記第１の端
末及び前記第２の端末とネットワークを介して通信可能な表示装置を有する表示システム
であって、前記第１の端末は、第１の画像を表示する第１の表示部と、前記第１の画像に
対応する第１のデータを前記表示装置へ送信する第１の通信部と、を有し、前記第２の端
末は、第２の画像を表示する第２の表示部と、前記第２の画像に対応する第２のデータを
前記表示装置へ送信する第２の通信部と、を有し、前記表示装置は、前記第１の端末から
前記第１のデータを受信し、前記第２の端末から前記第２のデータを受信する第３の通信
部を有し、前記表示装置は、前記第１の端末に対して前記第１のデータの送信を要求する
と共に、前記第２の端末に対して前記第２のデータの送信を要求し、前記第１の端末、及
び、前記第２の端末は、前記表示装置からの要求に応じて、それぞれ異なるタイミングで
、前記ネットワークを介して前記第１のデータ又は前記第２のデータを前記表示装置に送
信することを特徴とする。
　本発明の構成によれば、表示装置からの要求に応じて、第１の端末及び第２の端末が、
第１のデータ及び第２のデータを表示装置に送信する際に、これら複数の端末が同時にデ
ータを表示装置に送信することを防止でき、これにより、ネットワークの通信負荷を低減
できる。
【０００６】
　また、本発明は、前記表示装置は、前記第１の画像に対応する画像、及び、前記第２の
画像に対応する画像を含む合成画像を表示する第３の表示部を有することを特徴とする。
　本発明の構成によれば、複数の端末に表示された画像に対応する画像を含む合成画像を
表示できる。
【０００７】
　また、本発明は、第３の端末をさらに備え、前記第３の端末は、前記表示装置に、前記
第１のデータ、及び、前記第２のデータの送信を要求し、前記表示装置は、前記第１の端
末から受信した前記第１のデータ、及び、前記第２の端末から受信した前記第２のデータ
を前記第３の端末に送信し、前記３の端末は、受信した前記第１のデータ、及び、前記第
２のデータに基づいて、前記合成画像の画像データを生成して、前記表示装置に送信し、
前記表示装置は、前記第３の端末から受信した前記合成画像の画像データに基づいて、前
記第３の表示部により前記合成画像を表示することを特徴とする。
　本発明の構成によれば、第３の端末の要求に応じて、表示装置が第１の端末及び第２の
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端末から第１のデータ及び第２のデータを収集して、第３の端末に送信すると共に、第３
の端末が表示装置に合成画像に係る画像データを送信して合成画像を表示させる表示シス
テムについて、ネットワークの通信負荷を低減できる。
【０００８】
　また、本発明は、前記表示装置は、前記第１のデータ、及び、前記第２のデータを前記
第３の端末に送信する際、データの送信に係る処理を、間隔をあけて実行することを特徴
とする。
　本発明の構成によれば、表示装置から第３の端末への第１の画像データ及び第２の画像
データの送信が開始されてから完了するまでの期間に、データの送信が行われない期間が
定期的に設けられる。これにより、第１のデータ及び第２のデータの送信が開始されてか
ら完了するまでの期間において、ネットワークに接続された装置が、表示装置による第１
のデータ及び第２のデータの送信に影響を受けることなくネットワークを介した通信を行
える期間が定期的に現出し、ネットワークを介した円滑な通信が可能な状態を維持できる
。
【０００９】
　また、本発明は、前記表示装置は、前記第１の端末から受信した前記第１のデータ、及
び、前記第２の端末から受信した前記第２のデータに基づいて、前記合成画像の画像デー
タを生成する合成部をさらに備え、前記第３の表示部は、前記合成部が生成した前記合成
画像の画像データに基づいて前記合成画像を表示することを特徴とする。
　本発明の構成によれば、表示装置が、複数の端末からデータを受信し、受信したデータ
に基づいて、複数の端末に表示された画像に対応する画像を含む合成画像を表示する表示
システムについて、ネットワークの通信負荷を低減できる。
【００１０】
　また、本発明は、前記表示装置は、前記第１の端末及び前記第２の端末に、前記第１の
データ及び前記第２のデータの送信を要求する際に、各端末の順番に関する情報を併せて
通知し、前記第１の端末及び前記第２の端末は、各端末の順番に関する情報に基づいて、
各端末の順番に応じてデータを送信するタイミングがずれるように、データを送信するタ
イミングを異ならせることを特徴とする。
　本発明の構成によれば、第１の端末、及び、第２の端末は、各端末の順番に関する情報
を用いて、効率よく、かつ、確実に、第１のデータ及び第２のデータを送信するタイミン
グを異ならせることができる。
【００１１】
　また、本発明は、前記第１のデータは、前記第１の画像のサムネイル画像の画像データ
であり、前記第２のデータは、前記第２の画像のサムネイル画像の画像データであること
を特徴とする。
　本発明の構成によれば、表示装置からの要求に応じて、複数の端末が、各端末で表示す
る画像のサムネイル画像の画像データを送信する表示システムについて、ネットワークの
通信負荷を低減できる。
【００１２】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、第１の端末及び第２の端末とネットワー
クを介して通信可能な表示装置であって、前記第１の端末に対して前記第１の端末が表示
する第１の画像に対応する第１のデータの送信を要求すると共に、前記第２の端末に対し
て前記第２の端末が表示する第２の画像に対応する第２のデータの送信を要求し、これら
要求に際し、前記第１の端末及び前記第２の端末が前記第１のデータ及び前記第２のデー
タを異なるタイミングで送信するために必要な情報を前記第１の端末及び前記第２の端末
に通知し、前記第１の端末及び前記第２の端末により異なるタイミングで送信された前記
第１のデータ及び前記第２のデータを受信することを特徴とする。
　本発明の構成によれば、表示装置からの要求に応じて、第１の端末及び第２の端末が、
第１のデータ及び第２のデータを表示装置に送信する際に、これら複数の端末が同時にデ
ータを表示装置に送信することを防止でき、これにより、ネットワークの通信負荷を低減
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できる。
【００１３】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、第１の端末、第２の端末、及び、前記第
１の端末及び前記第２の端末にネットワークを介して通信可能な表示装置を有する表示シ
ステムの制御方法であって、前記表示装置は、前記第１の端末に対して前記第１の端末が
表示する第１の画像に対応する第１のデータの送信を要求すると共に、前記第２の端末に
対して前記第２の端末が表示する第２の画像に対応する第２のデータの送信を要求し、前
記第１の端末は、前記表示装置からの要求に応じて、前記第２の端末が前記第２のデータ
を送信するタイミングとは異なるタイミングで、前記第１のデータを送信し、前記第２の
端末は、前記表示装置からの要求に応じて、前記第１の端末が前記第１のデータを送信す
るタイミングとは異なるタイミングで、前記第２のデータを送信し、前記表示装置は、前
記第１の端末及び前記第２の端末により異なるタイミングで送信された前記第１のデータ
及び前記第２のデータを受信することを特徴とする。
　本発明の構成によれば、表示装置からの要求に応じて、第１の端末及び第２の端末が、
第１のデータ及び第２のデータを表示装置に送信する際に、これら複数の端末が同時にデ
ータを表示装置に送信することを防止でき、これにより、ネットワークの通信負荷を低減
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態に係る表示システムを示す図。
【図２】タブレット端末の機能的構成を示すブロック図。
【図３】プロジェクターの機能的構成を示すブロック図。
【図４】表示システムを構成する各装置の動作を示すフローチャート。
【図５】第１ユーザーインターフェースを示す図。
【図６】端末一覧情報の内容を示す図。
【図７Ａ】第１タブレット端末が表示する画像を示す図。
【図７Ｂ】第２タブレット端末が表示する画像を示す図。
【図７Ｃ】第３タブレット端末が表示する画像を示す図。
【図８】第２ユーザーインターフェースを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態に係る表示システム１を示す図である。
　図１に示すように、表示システム１は、プロジェクター２（表示装置）と、複数のタブ
レット端末３（端末）とを備える。
　プロジェクター２は、外部の装置から画像データを受信し、画像データに基づいてスク
リーンＳＣに光を投射して画像を表示する機能を有する表示装置である。
　タブレット端末３は、板状（タブレット型）の筐体を有し、筐体の前面の広い領域にタ
ッチパネルが設けられた端末である。タブレット端末３は、例えば、携帯電話として機能
するスマートフォンであり、また例えば、電話機としての機能を有さないタブレット型の
コンピューターである。
　プロジェクター２と、複数のタブレット端末３とは、ルーターとしての機能及びアクセ
スポイントとしての機能を有する無線ＬＡＮルーターＲＴ（図２）を含んで構成された通
信ネットワークＮ（ネットワーク）を介して無線通信により通信可能である。プロジェク
ター２、及び、複数のタブレット端末３とは、通信ネットワークＮを介して、無線ＬＡＮ
に係る通信規格（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）。）により無線通信する。
【００１６】
　プロジェクター２は、スクリーンＳＣへの画像の表示に際し、以下の機能を有する。
　すなわち、プロジェクター２は、メイン端末（後述）として機能するタブレット端末３
から、複数のタブレット端末３のタッチパネルに表示された画像のサムネイル画像を含む
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合成画像に係る画像データを受信し、受信した画像データに基づいて合成画像をスクリー
ンＳＣに表示する機能を有する。サムネイル画像とは、タブレット端末３に表示された画
像を所定の態様で縮小した画像である。
【００１７】
　表示システム１は、例えば、以下の態様で用いられる。
　すなわち、大学や、高校等の学校で教師と複数の生徒とで行われる授業において、複数
の生徒のそれぞれにタブレット端末３が渡される。生徒は、タブレット端末３に、宿題で
あったレポート等の資料に係る画像を表示させる。教師は、後述する方法で、必要に応じ
て、メイン端末（後述）として機能するタブレット端末３を操作して、プロジェクター２
に、特定の複数のタブレット端末３に表示された画像に係るサムネイル画像をスクリーン
ＳＣに表示させる。教師は、スクリーンＳＣに表示された複数のサムネイル画像を使用し
て授業を行う。例えば、教師は、スクリーンＳＣに表示された特定のサムネイル画像を指
し示したり、１のサムネイル画像の内容と他のサムネイル画像の内容とを比較検討したり
しながら授業を行う。
　また例えば、プレゼンターが行うプレゼンテーションにおいて、プレゼンターは、事前
に複数のタブレット端末３を準備する。プレゼンターは、各タブレット端末３に、事前に
異なる資料に係る画像を表示させる。例えば、プレゼンターは、１のタブレット端末３に
プレゼンテーションに使用する写真に係る画像を表示させ、他のタブレット端末３にプレ
ゼンテーションに使用する図表に係る画像を表示させる。プレゼンターは、後述する方法
で、必要に応じて、メイン端末（後述）として機能するタブレット端末３を操作して、プ
ロジェクター２に、特定の複数のタブレット端末３に表示された画像に係るサムネイル画
像をスクリーンＳＣに表示させる。プレゼンターは、スクリーンＳＣに表示された特定の
サムネイル画像を指し示したり、１のサムネイル画像の内容と他のサムネイル画像の内容
とを比較検討したりしながらプレゼンテーションを行う。
　このように、表示システム１は、複数のタブレット端末３に表示された画像に係るサム
ネイル画像を同時にスクリーンＳＣに表示することによって有益な結果を得られる状況で
用いることが可能である。
【００１８】
　図２は、表示システム１が備えるタブレット端末３の機能的構成を示すブロック図であ
る。
　図２では、タブレット端末３について、プロジェクター２に通信ネットワークＮを介し
て接続された複数のタブレット端末３のうち、第１タブレット端末３ａ（第１の端末）、
第２タブレット端末３ｂ（第２の端末）、第３タブレット端末３ｃ、及び、第４タブレッ
ト端末３ｄ（第３の端末）の４つのタブレット端末３の機能的構成を示す。
【００１９】
　上述したように、プロジェクター２とタブレット端末３とは、通信ネットワークＮを介
して通信可能に接続される。本実施形態では、通信ネットワークＮは、無線ＬＡＮに係る
ネットワークであり、無線ＬＡＮに係る通信規格を用いて、通信ネットワークＮに接続さ
れた各装置間で通信が行われる。ただし、通信ネットワークＮは、無線ＬＡＮに係るネッ
トワークに限らず、有線通信に係るネットワークでもよく、また、通信ネットワークＮを
介して行われる通信規格は何でもよい。すなわち、通信ネットワークＮは、装置間で双方
向通信可能なネットワークであればよい。
【００２０】
　図２に示すように、第１タブレット端末３ａは、第１制御部１０ａと、第１記憶部１１
ａと、第１入力部１２ａと、第１タッチパネル１３ａ（第１の表示部）と、第１通信部１
４ａ（第１の通信部）と、を備える。
　第１制御部１０ａは、所定のプログラムを実行して第１タブレット端末３ａの各部を制
御するＣＰＵや、ＣＰＵが実行するプログラムやプログラムに係るデータ等を不揮発的に
記憶するＲＯＭ、ＣＰＵが実行するプログラムやデータを一時的に記憶するＲＡＭ、所定
の処理を実行するＡＳＩＣ、所定の用途で用いられる周辺機器等を備える。



(8) JP 6747025 B2 2020.8.26

10

20

30

40

50

　第１記憶部１１ａは、不揮発性メモリーを有し、各種データを記憶する。第１タブレッ
ト端末３ａには、後述する機能を有する専用アプリケーションＡＰがインストールされ、
第１記憶部１１ａには、専用アプリケーションＡＰが記憶される。専用アプリケーション
ＡＰは、例えば、プロジェクター２を製造するメーカーが提供するアプリケーションであ
り、ユーザーにより、所定のダウンロードサービスを用いて事前にインストールされる。
　第１入力部１２ａは、第１タブレット端末３ａの筐体に設けられた操作スイッチを備え
、操作スイッチに対する操作を検出し、第１制御部１０ａに出力する。第１制御部１０ａ
は、第１入力部１２ａからの入力に基づいて、操作に対応する処理を実行する。
　第１タッチパネル１３ａは、第１タブレット端末３ａの筐体の前面の広い領域に設けら
れたタッチパネルである。第１タッチパネル１３ａは、液晶表示パネルや、有機ＥＬパネ
ル等の表示パネルと、表示パネルに重ねて配置されたタッチセンサーとを備える。第１タ
ッチパネル１３ａは、第１制御部１０ａの制御で、表示パネルに画像を表示する。タッチ
センサーは、第１タッチパネル１３ａに対する接触操作を検出し、第１制御部１０ａに出
力する。第１制御部１０ａは、タッチセンサーからの入力に基づいて、接触操作に対応す
る処理を実行する。
　第１通信部１４ａは、Ｗｉ－Ｆｉ等の無線ＬＡＮに係る通信規格に対応する無線通信モ
ジュール、その他の無線通信に関する構成要素を備え、第１制御部１０ａの制御で、無線
ＬＡＮに係る通信規格に従って、通信ネットワークＮに接続された外部の装置と通信する
。なお、通信ネットワークＮを介した通信に必要な情報（例えば、通信で使用する規格が
Ｗｉ－Ｆｉの場合における無線ＬＡＮルーターＲＴのＳＳＩＤや、無線ＬＡＮルーターＲ
Ｔとの通信で使用するパスキー。）は、事前に登録される。
【００２１】
　第２タブレット端末３ｂは、第１タブレット端末３ａと同一の機種のタブレット端末３
であり、第１タブレット端末３ａと同一の構成を有する。
　図２に示すように、第２タブレット端末３ｂは、第２制御部１０ｂと、第２記憶部１１
ｂと、第２入力部１２ｂと、第２タッチパネル１３ｂ（第２の表示部）と、第２通信部１
４ｂ（第２の通信部）と、を備える。
　第２制御部１０ｂは第１制御部１０ａに対応し、第２記憶部１１ｂは第１記憶部１１ａ
に対応し、第２入力部１２ｂは第１入力部１２ａに対応し、第２タッチパネル１３ｂは第
１タッチパネル１３ａに対応し、第２通信部１４ｂは第１通信部１４ａに対応する。
【００２２】
　第３タブレット端末３ｃは、第１タブレット端末３ａと同一の機種のタブレット端末３
であり、第１タブレット端末３ａと同一の構成を有する。
　図２に示すように、第３タブレット端末３ｃは、第３制御部１０ｃと、第３記憶部１１
ｃと、第３入力部１２ｃと、第３タッチパネル１３ｃと、第３通信部１４ｃと、を備える
。
　第３制御部１０ｃは第１制御部１０ａに対応し、第３記憶部１１ｃは第１記憶部１１ａ
に対応し、第３入力部１２ｃは第１入力部１２ａに対応し、第３タッチパネル１３ｃは第
１タッチパネル１３ａに対応し、第３通信部１４ｃは第１通信部１４ａに対応する。
【００２３】
　第４タブレット端末３ｄは、第１タブレット端末３ａと同一の機種のタブレット端末３
であり、第１タブレット端末３ａと同一の構成を有する。
　図２に示すように、第４タブレット端末３ｄは、第４制御部１０ｄと、第４記憶部１１
ｄと、第４入力部１２ｄと、第４タッチパネル１３ｄと、第４通信部１４ｄと、を備える
。
　第４制御部１０ｄは第１制御部１０ａに対応し、第４記憶部１１ｄは第１記憶部１１ａ
に対応し、第４入力部１２ｄは第１入力部１２ａに対応し、第４タッチパネル１３ｄは第
１タッチパネル１３ａに対応し、第４通信部１４ｄは第１通信部１４ａに対応する。
【００２４】
　第２タブレット端末３ｂ、第３タブレット端末３ｃ、第４タブレット端末３ｄを含む、
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プロジェクター２に接続されたタブレット端末３には、第１タブレット端末３ａと同様、
事前に専用アプリケーションＡＰがインストールされる。
【００２５】
　図３は、プロジェクター２の機能的構成を示すブロック図である。
　図３に示すように、プロジェクター２は、スクリーンＳＣへの画像の表示を行う投射部
２０（第３の表示部）を備える。投射部２０は、照明光学系２１と、光変調装置２２と、
投射光学系２３とを備える。
【００２６】
　照明光学系２１は、キセノンランプ、超高圧水銀ランプ、ＬＥＤ（Light Emitting Dio
de）、レーザー光源等の光源と、光源が射出する光を光変調装置２２に導くリフレクター
とを備える。照明光学系２１の光源が射出した光は、リフレクターを介して光変調装置２
２に入射される。なお、照明光学系２１が、プロジェクター２が投射する光の光学特性を
高めるためのレンズ群や、偏光板等を備える構成でもよく、また、光源が発した光の光量
を光変調装置２２に至る経路上で低減させる調光素子を備える構成でもよい。
【００２７】
　光変調装置２２は、照明光学系２１から入射された光を変調し、投射光学系２３に射出
する。具体的には、光変調装置２２は、ＲＧＢの各色に対応した３枚の透過型の液晶パネ
ルを備える。各色の液晶パネルには、照明光学系２１から入射された光が、ダイクロイッ
クミラー等によりＲ、Ｇ、Ｂの各色光に分離されて入射される。各色の液晶パネルは、入
射された各色の光を変調し、クロスダイクロイックプリズムに射出する。クロスダイクロ
イックプリズムは、各色の液晶パネルから入射された光を合成して画像光として投射光学
系２３に射出する。
【００２８】
　投射光学系２３は、光変調装置２２から入力された画像光をスクリーンＳＣへ向かって
投射して、スクリーンＳＣ上で結像させるレンズ群を備える。また、投射光学系２３は、
スクリーンＳＣに表示された画像の拡大／縮小を行うズーム機構、フォーカスの調整を行
うフォーカス調整機構を備える。
【００２９】
　また、図３に示すように、プロジェクター２は、プロジェクター制御部２４と、光源駆
動部２５と、光変調装置駆動部２６と、投射光学系駆動部２７とを備える。
　プロジェクター制御部２４は、所定のプログラムを実行してプロジェクター２の各部を
制御するＣＰＵや、ＣＰＵが実行するプログラムやプログラムに係るデータ等を不揮発的
に記憶するＲＯＭ、ＣＰＵが実行するプログラムやデータを一時的に記憶するＲＡＭ、所
定の処理を実行するＡＳＩＣ、所定の用途で用いられる周辺機器等を備える。
　プロジェクター制御部２４は、光源駆動部２５を制御して、照明光学系２１を駆動する
。また、プロジェクター制御部２４は、光変調装置駆動部２６を制御して、光変調装置２
２を駆動する。また、プロジェクター制御部２４は、投射光学系駆動部２７を制御して、
投射光学系２３を制御する。
【００３０】
　また、図３に示すように、プロジェクター２は、プロジェクター記憶部３０と、操作パ
ネル３１と、リモコン受光部３２と、無線通信部３３（第３の通信部）と、有線通信部３
４とを備える。
【００３１】
　プロジェクター記憶部３０は、不揮発性メモリーを備え、各種データを記憶する。プロ
ジェクター記憶部３０は、タブレット端末管理テーブルＴＢ１を記憶する。タブレット端
末管理テーブルＴＢ１については後述する。
　操作パネル３１は、ユーザーが操作を行うための操作スイッチや、プロジェクター２の
動作状態や、設定状態、エラーの発生の有無等の各種情報を報知するインジケーターラン
プ等を備える。操作パネル３１は、操作スイッチに対する操作を検出し、プロジェクター
制御部２４に出力する。プロジェクター制御部２４は、操作パネル３１からの入力に基づ
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いて、操作スイッチに対する操作に対応する処理を実行する。また、プロジェクター制御
部２４は、操作パネル３１を制御して、インジケーターランプを所定の態様で点灯、消灯
する。
　リモコン受光部３２は、リモコン（不図示）から送信される赤外線信号を受光し、受光
した赤外線信号をデコードして、リモコンに対する操作の内容を示すデータを生成し、プ
ロジェクター制御部２４に出力する。プロジェクター制御部２４は、リモコン受光部３２
からの入力に基づいて、リモコンに対する操作に対応する処理を実行する。
【００３２】
　無線通信部３３は、Ｗｉ－Ｆｉ等の無線ＬＡＮに係る通信規格に対応する無線通信モジ
ュール、その他の無線通信に関する構成要素を備え、プロジェクター制御部２４の制御で
、無線ＬＡＮに係る通信規格に従って、通信ネットワークＮに接続された外部の装置と通
信する。なお、通信ネットワークＮを介した通信に必要な情報（例えば、通信で使用する
規格がＷｉ－Ｆｉの場合における無線ＬＡＮルーターＲＴのＳＳＩＤや、無線ＬＡＮルー
ターＲＴとの通信で使用するパスキー。）は、事前に登録される。
　有線通信部３４は、ＵＳＢ、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）、ＩＥＥＥ１３９４、ＭＨ
Ｌ（登録商標）、ＨＤＭＩ（登録商標）、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ等の通信規格に対応す
る通信インターフェースを備え、プロジェクター制御部２４の制御で、通信規格に対応す
るケーブルを介して接続された外部の装置と通信する。
　なお、本実施形態では、プロジェクター２は無線通信機能を有する。ただし、プロジェ
クター２自体には無線通信機能が実装されず、例えば、プロジェクター２にＵＳＢデバイ
スの無線ＬＡＮアダプター等の無線アダプターが接続され、プロジェクター２が無線アダ
プターを用いて無線通信する構成でもよい。この場合、プロジェクター２に接続される無
線アダプターのドライバーは、事前にプロジェクター２にインストールされる。
　また、本実施形態では、プロジェクター２による画像の表示に際し、タブレット端末３
がプロジェクター２に画像データを供給する場合について説明するが、プロジェクター２
は、他の装置から画像データの供給を受けて画像を表示することも可能である。プロジェ
クター２に画像データを供給する装置としては、例えば、ビデオ再生装置、ＤＶＤ再生装
置、テレビチューナー装置、ＣＡＴＶのセットトップボックス、ビデオゲーム装置等の映
像出力装置、パーソナルコンピューター等が挙げられる。
【００３３】
　以上のような構成の下、プロジェクター２は、タブレット端末３を含む外部の装置から
受信した画像データに基づいて、以下の方法で、画像データに基づく画像をスクリーンＳ
Ｃに表示する。
　すなわち、プロジェクター２のプロジェクター制御部２４は、外部の装置から入力され
た画像データを、光変調装置２２の液晶パネルの仕様に適合した解像度のデータに変換す
る解像度変換処理等を実行し、フレームメモリーＦＭに展開する。プロジェクター制御部
２４は、フレームメモリーＦＭに展開したデータに基づいて、光変調装置駆動部２６を制
御して光変調装置２２を駆動する。これにより、光変調装置２２の各色の液晶パネルに画
像が描画され、この画像が投射光学系２３を介して、スクリーンＳＣ上に投射画像として
投射される。
　また、プロジェクター制御部２４は、操作パネル３１に対する指示や、リモコンに対す
る指示に応じて、適宜、光源駆動部２５を制御して、光源の出力を変えてスクリーンＳＣ
に表示される画像の明るさを変更する。また、プロジェクター制御部２４は、操作パネル
３１に対する指示や、リモコンに対する指示に応じて、適宜、投射光学系駆動部２７を制
御して、スクリーンＳＣに表示された画像の拡大／縮小や、フォーカスの調整を実行する
。
【００３４】
　次に、プロジェクター２が、複数のタブレット端末３に表示された画像のサムネイル画
像を含む合成画像をスクリーンＳＣに表示するときの表示システム１の各装置の動作につ
いて説明する。
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【００３５】
　以下では、プロジェクター２に、第１タブレット端末３ａ、第２タブレット端末３ｂ、
第３タブレット端末３ｃ、及び、第４タブレット端末３ｄの４台のタブレット端末３が通
信ネットワークＮを介して通信可能に接続された状態であるものとする。さらに、プロジ
ェクター２に、これら４台のタブレット端末３の他に、１又は複数のタブレット端末３が
通信ネットワークＮを介して通信可能に接続された状態であるものとする。例えば、プロ
ジェクター２に、これら４台のタブレット端末３の他に、２０台のタブレット端末３が接
続された状態である。
【００３６】
　プロジェクター２による合成画像の表示に際し、プロジェクター２に接続されたタブレ
ット端末３のそれぞれの電源がオンされ、専用アプリケーションＡＰが立ち上げられる。
　さらに、プロジェクター２に接続されたタブレット端末３のうち、１台のタブレット端
末３がメイン端末に設定される。タブレット端末３をメイン端末にする設定は、専用アプ
リケーションＡＰが提供する所定のユーザーインターフェースに対して所定の入力を行う
ことにより実行される。
　例えば、表示システム１が、上記で例を挙げて説明した授業に用いられる場合、教師は
、自身のタブレット端末３を操作して、メイン端末に設定する。また例えば、表示システ
ム１が、上記で例を挙げて説明したプレゼンテーションに用いられる場合、プレゼンター
は、１つのタブレット端末３を操作して、メイン端末に設定する。
　以下の説明では、第４タブレット端末３ｄが、メイン端末に設定されたタブレット端末
３であるものとする。
　また、以下の説明では、メイン端末に設定されたタブレット端末３を操作するユーザー
を、特に、「メインユーザー」という。
【００３７】
　図４において、フローチャートＦＡは、メイン端末に設定された第４タブレット端末３
ｄの動作を示すフローチャートである。フローチャートＦＢは、プロジェクター２の動作
を示すフローチャートである。フローチャートＦＣは、第１タブレット端末３ａの動作を
示すフローチャートである。フローチャートＦＤは、第２タブレット端末３ｂの動作を示
すフローチャートである。フローチャートＦＥは、第３タブレット端末３ｃの動作を示す
フローチャートである。
　図４において、第１タブレット端末３ａ、第２タブレット端末３ｂ、第３タブレット端
末３ｃ、及び、第４タブレット端末３ｄは、専用アプリケーションＡＰ、その他の付随す
るプログラムの機能により処理を実行する。
【００３８】
　図４のフローチャートＦＡに示すように、メインユーザーは、第４タブレット端末３ｄ
に対して所定の操作を行って、プロジェクター２による合成画像に関する設定を行う第１
ユーザーインターフェースＵＩ１の表示を指示する（ステップＳ１）。
　ステップＳ１の指示に応じて、第４タブレット端末３ｄの第４制御部１０ｄは、第４タ
ッチパネル１３ｄに第１ユーザーインターフェースＵＩ１を表示する（ステップＳＡ１）
。
【００３９】
　図５は、第１ユーザーインターフェースＵＩ１を示す図である。
　図５に示すように、第１ユーザーインターフェースＵＩ１は、領域Ａ５１と、領域Ａ５
２とを有する。
　領域Ａ５１は、プロジェクター２にサムネイル画像を表示するタブレット端末３の個数
（以下、「サムネイル画像個数」という。）を示す情報を入力する領域であり、サムネイ
ル画像個数を示す情報を入力するサムネイル画像個数入力欄Ｎ５１を有する。サムネイル
画像個数入力欄Ｎ５１は、プルダウンメニューとなっており、メインユーザーは、プルダ
ウンメニューに項目として表示された情報から１つの情報を選択することにより、サムネ
イル画像個数入力欄Ｎ５１に、サムネイル画像個数を示す情報を入力できる。本実施形態
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では、サムネイル画像個数の範囲は、１個～８個の範囲である。
【００４０】
　領域Ａ５２は、プロジェクター２にサムネイル画像を表示するタブレット端末３の識別
情報（以下、「タブレット端末識別情報」という。）を入力する領域であり、タブレット
端末識別情報を入力するタブレット端末識別情報入力欄Ｎ５２を有する。
　メインユーザーは、サムネイル画像個数に応じて、１又は複数のタブレット端末識別情
報入力欄Ｎ５２に、タブレット端末識別情報を入力する。
　第４制御部１０ｄは、サムネイル画像個数入力欄Ｎ５１に入力された情報が示すサムネ
イル画像個数に基づいて、領域Ａ５２が有するタブレット端末識別情報入力欄Ｎ５２のう
ち、サムネイル画像個数分の入力欄にタブレット端末識別情報を入力可能な状態とする。
　タブレット端末識別情報は、プロジェクター２に接続されたタブレット端末３のそれぞ
れに対して事前に設定される。
【００４１】
　図５に示すように、第１ユーザーインターフェースＵＩ１は、当該ユーザーインターフ
ェースへの入力を確定する確定ボタンＢ５１と、入力をキャンセルするキャンセルボタン
Ｂ５２とを有する。ユーザーは、第１ユーザーインターフェースＵＩ１への入力を確定す
る場合、確定ボタンＢ５１を操作する（ステップＳ２）。
　以下の説明では、メインユーザーは、サムネイル画像個数入力欄Ｎ５１に、３個を示す
情報を入力し、タブレット端末識別情報入力欄Ｎ５２に、第１タブレット端末３ａ、第２
タブレット端末３ｂ、及び、第３タブレット端末３ｃのそれぞれのタブレット端末識別情
報を入力した場合を例として、表示システム１の各装置の動作について説明する。
【００４２】
　第１ユーザーインターフェースＵＩ１の確定ボタンＢ５１が操作されたことを検出する
と、第４制御部１０ｄは、当該ユーザーインターフェースの各入力欄に入力された情報を
取得する（ステップＳＡ２）。
　次いで、第４制御部１０ｄは、ステップＳＡ２で取得した情報に基づいて、サムネイル
画像要求データを生成する（ステップＳＡ３）。
　サムネイル画像要求データとは、ユーザーが指定したタブレット端末識別情報に対応す
るタブレット端末３に対して、タブレット端末３に表示された画像のサムネイル画像に係
る画像データ（以下、「サムネイル画像データ」という。）の送信を要求するデータであ
る。サムネイル画像要求データは、少なくとも、サムネイル画像データの送信を要求する
情報、及び、ステップＳＡ２で取得したタブレット端末識別情報のそれぞれを含む。
【００４３】
　次いで、第４制御部１０ｄは、第４通信部１４ｄを制御して、ステップＳＡ３で生成し
たサムネイル画像要求データを、プロジェクター２に送信する（ステップＳＡ４）。
【００４４】
　図４のフローチャートＦＢに示すように、プロジェクター２のプロジェクター制御部２
４は、無線通信部３３を制御して、サムネイル画像要求データを受信する（ステップＳＢ
１）。
　次いで、プロジェクター制御部２４は、タブレット端末管理テーブルＴＢ１を参照する
（ステップＳＢ２）。
　タブレット端末管理テーブルＴＢ１は、プロジェクター２に通信ネットワークＮを介し
て接続されたタブレット端末３のそれぞれについて、タブレット端末識別情報と、タブレ
ット端末通信情報とが対応付けられたテーブルである。タブレット端末通信情報とは、プ
ロジェクター２が、タブレット端末３に対してデータを送信するために必要な通信に関す
る情報である。タブレット端末通信情報は、タブレット端末３のＩＰアドレスや、ＭＡＣ
アドレスを含む。
【００４５】
　プロジェクター２は、タブレット端末管理テーブルＴＢ１を以下の方法で生成する。
　すなわち、タブレット端末管理テーブルＴＢ１の生成に際し、ユーザーは、タブレット
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端末３のそれぞれの電源をオンし、専用アプリケーションＡＰを立ち上げる。その後、ユ
ーザーは、プロジェクター２に対して所定の操作を行って、タブレット端末管理テーブル
ＴＢ１の生成を指示する。プロジェクター２のプロジェクター制御部２４は、ユーザーに
よる指示に応じて、ブロードキャストにより、通信ネットワークＮに接続されたタブレッ
ト端末３のそれぞれに対して、タブレット端末識別情報と、タブレット端末通信情報との
組み合わせの送信を要求するコマンドを送信する。タブレット端末３のそれぞれは、専用
アプリケーションＡＰの機能により、当該コマンドの受信に応じて、自身のタブレット端
末識別情報と、タブレット端末通信情報との組み合わせを含むデータをプロジェクター２
に送信する。プロジェクター２のプロジェクター制御部２４は、受信したデータに基づい
て、タブレット端末管理テーブルＴＢ１を生成する。
　なお、タブレット端末管理テーブルＴＢ１を生成する方法は、上述した方法に限らず、
例えば、ユーザーが所定の手段で必要な情報をプロジェクター２に入力し、プロジェクタ
ー制御部２４が、入力された情報に基づいて生成する構成でもよい。
【００４６】
　タブレット端末管理テーブルＴＢ１を参照した後、プロジェクター制御部２４は、タブ
レット端末管理テーブルＴＢ１に基づいて、ステップＳＢ１で受信したサムネイル画像要
求データに含まれるタブレット端末識別情報のそれぞれと対応付けられたタブレット端末
通信情報のそれぞれを取得する（ステップＳＢ３）。
　本例では、ステップＳＢ３において、プロジェクター制御部２４は、第１タブレット端
末３ａ、第２タブレット端末３ｂ、及び、第３タブレット端末３ｃのそれぞれのタブレッ
ト端末通信情報を取得する。
　次いで、プロジェクター制御部２４は、サムネイル画像要求コマンドを生成する（ステ
ップＳＢ４）。サムネイル画像要求コマンドは、タブレット端末３に対して、表示してい
る画像に係るサムネイル画像データの送信を要求するコマンドである。
　サムネイル要求コマンドは、表示している画像に係るサムネイル画像データの送信を要
求する情報と、端末一覧情報と、を含む。
【００４７】
　端末一覧情報は、ステップＳＢ１で受信したサムネイル画像要求データに含まれるタブ
レット端末識別情報のそれぞれと、通番（「１番」から始まる昇順の番号）を示す情報と
を対応付けた情報である。プロジェクター制御部２４は、タブレット端末識別情報のそれ
ぞれに通番を付し、端末一覧情報を生成する。例えば、プロジェクター制御部２４は、タ
ブレット端末識別情報が１０個ある場合、１０個のタブレット端末識別情報のそれぞれに
、「１番」～「１０番」の通番を付し、タブレット端末識別情報のそれぞれについて、通
番を示す情報と、タブレット端末識別情報とを対応付けた端末一覧情報を生成する。
　図６は、本例に係る端末一覧情報の内容を示す図である。
　図６に示すように、本例に係る端末一覧情報では、通番：「１番」を示す情報と、第１
タブレット端末３ａのタブレット端末識別情報とが対応付けられ、通番：「２番」を示す
情報と第２タブレット端末３ｂのタブレット端末識別情報とが対応付けられ、通番：「３
番」を示す情報と第３タブレット端末３ｃのタブレット端末識別情報とが対応付けられる
。
【００４８】
　次いで、プロジェクター制御部２４は、ステップＳＢ４で生成したサムネイル画像要求
コマンドを、ステップＳＢ３で取得したタブレット端末通信情報のそれぞれに基づいて、
タブレット端末３に送信する（ステップＳＢ５）。
　本例では、ステップＳＢ５において、プロジェクター制御部２４は、第１タブレット端
末３ａ、第２タブレット端末３ｂ、及び、第３タブレット端末３ｃのそれぞれに、サムネ
イル画像要求コマンドを送信する。
【００４９】
　このように、本実施形態では、合成画像の表示に際し、プロジェクター２は、全てのタ
ブレット端末３にサムネイル画像データの送信を要求するのではなく、プロジェクター２
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によりサムネイル画像を表示する対象とするタブレット端末３にのみサムネイル画像デー
タの送信を要求する。これにより、プロジェクター２とタブレット端末３との間で不必要
にデータが送受信されることを防止でき、通信ネットワークＮを介して行われるデータの
データ量を低減でき、通信ネットワークＮの通信負荷を低減できる。
【００５０】
　ここで、本例では、第１タブレット端末３ａ、第２タブレット端末３ｂ、及び、第３タ
ブレット端末３ｃは、それぞれ、以下の画像を表示した状態であるものとする。
　図７Ａは、第１タブレット端末３ａが表示する画像を、第１タブレット端末３ａの筐体
と共に示す図である。図７Ａに示すように、第１タブレット端末３ａは、円を表す画像を
表示した状態である。図７Ａで示す画像は、「第１の画像」に相当する。
　図７Ｂは、第２タブレット端末３ｂが表示する画像を、第２タブレット端末３ｂの筐体
と共に示す図である。図７Ｂに示すように、第２タブレット端末３ｂは、三角を表す画像
を表示した状態である。図７Ｂで示す画像は、「第２の画像」に相当する。
　図７Ｃは、第３タブレット端末３ｃが表示する画像を、第３タブレット端末３ｃの筐体
と共に示す図である。図７Ｃに示すように、第３タブレット端末３ｃは、四角を表す画像
を表示した状態である。
【００５１】
　図４のフローチャートＦＣに示すように、第１タブレット端末３ａの第１制御部１０ａ
は、第１通信部１４ａを制御して、サムネイル画像要求コマンドを受信する（ステップＳ
Ｃ１）。
　次いで、第１制御部１０ａは、送信タイミング算出処理を実行する（ステップＳＣ２）
。
　送信タイミング算出処理とは、送信タイミング経過時間（後述）を算出する処理である
。
　ステップＳＣ２の処理について詳述すると、第１制御部１０ａは、ステップＳＣ１で受
信したサムネイル画像要求コマンドに含まれる端末一覧情報を取得する。次いで、第１制
御部１０ａは、端末一覧情報に基づいて、自身のタブレット端末識別情報と対応付けられ
た通番を示す情報を取得する。本例では、第１制御部１０ａは、通番：「１番」を示す情
報を取得する。次いで、第１制御部１０ａは、以下の式Ｓ１で、送信タイミング経過時間
を算出する。「（式Ｓ１）：「送信タイミング経過時間」＝（「通番」－「１」）×「デ
ィレー単位時間」」。
　ここで、送信タイミング経過時間とは、サムネイル画像要求コマンドを受信してから、
サムネイル画像データを送信するまでに要する経過時間を意味する。第１制御部１０ａは
、サムネイル画像要求コマンドを受信したタイミングから、送信タイミング経過時間が経
過した後、サムネイル画像データを送信する。
　また、ディレー単位時間とは、予め定められた時間である。本例では、ディレー単位時
間は、「２秒」であるものとする。ディレー単位時間の意義については後述する。
　本例では、ステップＳＣ２の送信タイミング算出処理により、第１制御部１０ａは、「
０秒」を、送信タイミング経過時間として算出する。
【００５２】
　次いで、第１制御部１０ａは、サムネイル画像要求コマンドを受信した後、送信タイミ
ング経過時間が経過したか否かを監視する（ステップＳＣ３）。本例では、第１タブレッ
ト端末３ａに係る送信タイミング経過時間は、「０秒」であるため、ステップＳＣ３にお
いて第１制御部１０ａは、即時に、送信タイミング経過時間が経過したと判別する。
　送信タイミング経過時間が経過した場合（ステップＳＣ３：ＹＥＳ）、第１制御部１０
ａは、表示している画像に係るサムネイル画像データを生成する（ステップＳＣ４）。ス
テップＳＣ４において、第１制御部１０ａは、表示している画像の画像データを取得し、
取得した画像データに対して、既存の画像処理を施してサムネイル画像データを生成する
。生成されるサムネイル画像データの態様（解像度や、サイズ等。）は、事前に設定され
る。
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　本例では、第１制御部１０ａは、表示している円を表す画像（図７Ａ参照。）に係るサ
ムネイル画像データを生成する。
【００５３】
　次いで、第１制御部１０ａは、ステップＳＣ４で生成したサムネイル画像データを、プ
ロジェクター２に送信する（ステップＳＣ５）。
　ステップＳＣ５で第１制御部１０ａが送信したサムネイル画像データは、「第１のデー
タ」に相当する。
【００５４】
　図４のフローチャートＦＤに示すように、第２タブレット端末３ｂの第２制御部１０ｂ
は、第２通信部１４ｂを制御して、サムネイル画像要求コマンドを受信する（ステップＳ
Ｄ１）。
　次いで、第２制御部１０ｂは、送信タイミング算出処理を実行する（ステップＳＤ２）
。
　本例では、第２タブレット端末３ｂに係る通番は、「２番」である。従って、ステップ
ＳＤ２の送信タイミング算出処理により、第２制御部１０ｂは、「２秒」を、送信タイミ
ング経過時間として算出する。
　次いで、第２制御部１０ｂは、サムネイル画像要求コマンドを受信した後、送信タイミ
ング経過時間が経過したか否かを監視する（ステップＳＤ３）。
　送信タイミング経過時間（本例では、「２秒」。）が経過した場合（ステップＳＤ３：
ＹＥＳ）、第２制御部１０ｂは、表示している画像に係るサムネイル画像データを生成す
る（ステップＳＤ４）。
　本例では、第２制御部１０ｂは、表示している三角を表す画像（図７Ｂ参照。）に係る
サムネイル画像データを生成する。
　次いで、第２制御部１０ｂは、ステップＳＤ４で生成したサムネイル画像データを、プ
ロジェクター２に送信する（ステップＳＤ５）。
　ステップＳＤ５で第２制御部１０ｂが送信したサムネイル画像データは、「第２のデー
タ」に相当する。
【００５５】
　図４のフローチャートＦＥに示すように、第３タブレット端末３ｃの第３制御部１０ｃ
は、第３通信部１４ｃを制御して、サムネイル画像要求コマンドを受信する（ステップＳ
Ｅ１）。
　次いで、第３制御部１０ｃは、送信タイミング算出処理を実行する（ステップＳＥ２）
。
　本例では、第３タブレット端末３ｃに係る通番は、「３番」である。従って、ステップ
ＳＥ２の送信タイミング算出処理により、第３制御部１０ｃは、「４秒」を、送信タイミ
ング経過時間として算出する。
　次いで、第３制御部１０ｃは、サムネイル画像要求コマンドを受信した後、送信タイミ
ング経過時間が経過したか否かを監視する（ステップＳＥ３）。
　送信タイミング経過時間（本例では、「４秒」。）が経過した場合（ステップＳＥ３：
ＹＥＳ）、第３制御部１０ｃは、表示している画像に係るサムネイル画像データを生成す
る（ステップＳＥ４）。
　本例では、第３制御部１０ｃは、表示している四角を表す画像（図７Ｃ参照。）に係る
サムネイル画像データを生成する。
　次いで、第３制御部１０ｃは、ステップＳＥ４で生成したサムネイル画像データを、プ
ロジェクター２に送信する（ステップＳＥ５）。
【００５６】
　このように、本実施形態では、サムネイル画像データをプロジェクター２に送信する対
象のタブレット端末３は、サムネイル画像要求コマンドの受信に応じて即時にサムネイル
画像データを送信するのではなく、ディレー単位時間ずつずらされた異なるタイミングで
段階的にサムネイル画像データを送信する。本例では、第１タブレット端末３ａはサムネ
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イル画像要求コマンドの受信から「０秒」後にサムネイル画像データを送信し、第２タブ
レット端末３ｂは「２秒」後にサムネイル画像データを送信し、第３タブレット端末３ｃ
は「４秒」後にサムネイル画像データを送信する。
　これにより、以下の効果を奏する。すなわち、複数のタブレット端末３が同時にサムネ
イル画像データをプロジェクター２に送信することを防止できる。これにより、通信ネッ
トワークＮの通信負荷を低減でき、通信ネットワークＮに輻輳が発生し、通信ネットワー
クＮを介した通信の遅延や、通信ネットワークＮで送受信されるデータの喪失が起こるこ
とを防止できる。
　なお、ディレー単位時間の値は、サムネイル画像データの送信が集中して行われること
を防止するという観点の下、１台のタブレット端末３がサムネイル画像データを送信して
から完了するまでに要する時間が反映された適切な値とされる。
【００５７】
　図４のフローチャートＦＢに示すように、プロジェクター制御部２４は、無線通信部３
３を制御して、１又は複数のタブレット端末３（本例では、第１タブレット端末３ａ、第
２タブレット端末３ｂ、及び、第３タブレット端末３ｃ）がディレー単位時間をあけて段
階的に送信するサムネイル画像データを、順次、受信する（ステップＳＢ６）。受信した
サムネイル画像データは、受信バッファー（不図示）に、順次、格納される。
　プロジェクター制御部２４は、サムネイル画像データの受信の開始に応じて、サムネイ
ル画像送信処理を実行する（ステップＳＢ７）。以下、詳述する。
【００５８】
　ここで、サムネイル画像送信処理とは、プロジェクター２が、メイン端末に設定された
タブレット端末３（本例では、第４タブレット端末３ｄ。）に対して、タブレット端末３
から受信したサムネイル画像データを送信する処理である。
　サムネイル画像送信処理において、プロジェクター制御部２４は、送信処理時間（後述
）の間におけるサムネイル画像データを構成するデータの送信、及び、送信停止時間（後
述）の間におけるサムネイル画像データの送信の停止を繰り返し実行して、受信した全て
のサムネイル画像データをメイン端末に設定されたタブレット端末３に送信する。
　送信処理時間とは、サムネイル画像データを構成するデータを送信する期間として予め
定められた時間であり、例えば、「２秒」である。送信停止時間とは、サムネイル画像デ
ータの送信を停止する期間として予め定められた時間であり、例えば、「２秒」である。
　すなわち、プロジェクター制御部２４は、１の送信処理時間の間、既に受信したサムネ
イル画像データを構成するデータの送信を実行し、当該１の送信処理時間の間に送信しき
れなかったサムネイル画像データを構成するデータについては、受信バッファーにバッフ
ァーリングされた状態を維持する。次いで、プロジェクター制御部２４は、送信停止時間
の間、サムネイル画像データの送信を実行することなく待機し、次の送信処理時間の間、
当該次の送信処理時間で送信可能な分のサムネイル画像データを構成するデータの送信を
実行する。このように、プロジェクター制御部２４は、送信処理時間の間におけるサムネ
イル画像データを構成するデータの送信、及び、送信停止時間の間におけるサムネイル画
像データの送信の停止を繰り返し実行して、受信した全てのサムネイル画像データをメイ
ン端末に設定されたタブレット端末３に送信する。
【００５９】
　サムネイル画像送信処理において、以上のような処理が行われることにより、以下の効
果を奏する。
　すなわち、プロジェクター制御部２４が、１又は複数のタブレット端末３からのサムネ
イル画像データの受信に応じて、全てのサムネイル画像データの送信が完了するまでの間
、サムネイル画像データの送信を継続して実行する構成とした場合、以下の課題がある。
すなわち、プロジェクター制御部２４がサムネイル画像データを受信してから、サムネイ
ル画像データの送信を完了するまでの間の期間は、通信ネットワークＮの通信負荷が増大
し、通信ネットワークＮを介して通信を行う装置の通信を阻害する。また、プロジェクタ
ー２にサムネイル画像データを送信したタブレット端末３が多数の場合、プロジェクター
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制御部２４がサムネイル画像データを受信してから、サムネイル画像データの送信を完了
するまでの間の期間が、長期化する場合がある。これを踏まえ、本実施形態によれば、プ
ロジェクター２からメイン端末に係るタブレット端末３へのサムネイル画像データの送信
が間欠的に行われ、サムネイル画像データの送信が開始されてから完了するまでの期間に
、サムネイル画像データの送信が行われない期間が定期的に設けられる。これにより、サ
ムネイル画像データの送信が開始されてから完了するまでの期間において、通信ネットワ
ークＮに接続された装置が、プロジェクター２によるサムネイル画像データの送信に影響
を受けることなく通信ネットワークＮを介した通信を行える期間が定期的に現出し、通信
ネットワークＮを介した円滑な通信が可能な状態を維持できる。
【００６０】
　図４のフローチャートＦＡに示すように、第４タブレット端末３ｄの第４制御部１０ｄ
は、第４通信部１４ｄを制御して、サムネイル画像送信処理で送信されたサムネイル画像
データを、順次、受信する（ステップＳＡ５）。
　次いで、第４制御部１０ｄは、受信したサムネイル画像データのそれぞれに基づいて、
第２ユーザーインターフェースＵＩ２を第４タッチパネル１３ｄに表示させる（ステップ
ＳＡ６）。
【００６１】
　図８は、第２ユーザーインターフェースＵＩ２を示す図である。
　図８に示すように、第２ユーザーインターフェースＵＩ２は、領域Ａ８１と、領域Ａ８
２とを有する。
　領域Ａ８１は、受信したサムネイル画像データのそれぞれに基づくサムネイル画像のそ
れぞれが、対応するタブレット端末識別情報と対応付けられて表示される領域である。図
８の領域Ａ８１では、サムネイル画像ＧＳ１は第１タブレット端末３ａに係るサムネイル
画像であり、サムネイル画像ＧＳ２は第２タブレット端末３ｂに係るサムネイル画像であ
り、サムネイル画像ＧＳ３は第３タブレット端末３ｃに係るサムネイル画像である。
【００６２】
　領域Ａ８２は、プロジェクター２に表示させる合成画像（複数のサムネイル画像を含む
画像）が表示される領域である。領域Ａ８２は、編集ボタンＢ８１を有する。編集ボタン
Ｂ８１が操作されると、所定の編集画面が表示され、ユーザー（メインユーザー）は、当
該所定の編集画面を用いて、合成画像の内容を編集できる。例えば、ユーザーは、当該所
定の編集画面を用いて、合成画像におけるサムネイル画像の位置を変更したり、サムネイ
ル画像の大きさを変更したりできる。
【００６３】
　図８に示すように、第２ユーザーインターフェースＵＩ２は、合成画像の表示の開始を
指示する開始ボタンＢ８２と、合成画像の表示をキャンセルするキャンセルボタンＢ８３
とを有する。ユーザーは、合成画像の表示を開始する場合、開始ボタンＢ８２を操作する
（ステップＳ３）。
　第２ユーザーインターフェースＵＩ２の開始ボタンＢ８２が操作されたことを検出する
と、第４制御部１０ｄは、領域Ａ８２に表示された合成画像の画像データ（以下、「合成
画像データ」という。）を生成する（ステップＳＡ７）。
　次いで、第４制御部１０ｄは、第４通信部１４ｄを制御して、ステップＳＡ７で生成し
た合成画像データを、プロジェクター２に送信する（ステップＳＡ８）。
【００６４】
　図４のフローチャートＦＢに示すように、プロジェクター２のプロジェクター制御部２
４は、無線通信部３３を制御して、合成画像データを受信する（ステップＳＢ８）。
　次いで、プロジェクター制御部２４は、受信した合成画像データに基づいて各部を制御
して、合成画像データに基づく合成画像をスクリーンＳＣに表示させる（ステップＳＢ９
）。
　この結果、スクリーンＳＣに、第２ユーザーインターフェースＵＩ２の領域Ａ８２に表
示された合成画像と同期した合成画像が表示された状態となる。
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【００６５】
　以上説明したように、本実施形態に係る表示システム１は、第１タブレット端末３ａ（
第１の端末）、第２タブレット端末３ｂ（第２の端末）、及び、第１タブレット端末３ａ
及び第２タブレット端末３ｂと通信ネットワークＮ（ネットワーク）を介して通信可能な
プロジェクター２（表示装置）を有する。第１タブレット端末３ａは、第１の画像を表示
する第１タッチパネル１３ａ（第１の表示部）と、第１の画像に対応するサムネイル画像
データ（第１のデータ）をプロジェクター２へ送信する第１通信部１４ａ（第１の通信部
）と、を有する。第２タブレット端末３ｂは、第２の画像を表示する第２タッチパネル１
３ｂ（第２の表示部）と、第２の画像に対応するサムネイル画像データ（第２のデータ）
をプロジェクター２へ送信する第２通信部１４ｂ（第２の通信部）と、を有する。プロジ
ェクター２は、第１タブレット端末３ａからサムネイル画像データを受信し、第２タブレ
ット端末３ｂからサムネイル画像データを受信する無線通信部３３（第３の通信部）を有
する。プロジェクター２は、第１タブレット端末３ａに対してサムネイル画像データの送
信を要求すると共に、第２タブレット端末３ｂに対してサムネイル画像データの送信を要
求する。第１タブレット端末３ａ、及び、第２タブレット端末３ｂは、プロジェクター２
からの要求に応じて、それぞれ異なるタイミングで、通信ネットワークＮを介してサムネ
イル画像データをプロジェクター２に送信する。
　この構成によれば、プロジェクター２からの要求に応じて、第１タブレット端末３ａ、
及び、第２タブレット端末３ｂが、サムネイル画像データをプロジェクター２に送信する
際に、これら複数のタブレット端末３が同時にサムネイル画像データをプロジェクター２
に送信することを防止でき、これにより、通信ネットワークＮの通信負荷を低減できる。
【００６６】
　また、本実施形態では、プロジェクター２は、第１タブレット端末３ａに係るサムネイ
ル画像（第１の画像に対応する画像）、及び、第２タブレット端末３ｂに係るサムネイル
画像（第２の画像に対応する画像）を含む合成画像を表示する投射部２０（第３の表示部
）を有する。
　この構成によれば、プロジェクター２は、複数の端末に表示された画像に対応する画像
を含む合成画像を表示できる。
【００６７】
　また、本実施形態に係る表示システム１は、第４タブレット端末３ｄ（第３の端末）を
さらに備える。第４タブレット端末３ｄは、プロジェクター２に、第１タブレット端末３
ａに係るサムネイル画像データ、及び、第２タブレット端末３ｂに係るサムネイル画像デ
ータの送信を要求する。プロジェクター２は、第１タブレット端末３ａから受信したサム
ネイル画像データ、及び、第２タブレット端末３ｂから受信したサムネイル画像データを
第４タブレット端末３ｄに送信する。第４タブレット端末３ｄは、受信した第１タブレッ
ト端末３ａに係るサムネイル画像データ、及び、第２タブレット端末３ｂに係るサムネイ
ル画像データに基づいて、合成画像の合成画像データ（画像データ）を生成して、プロジ
ェクター２に送信する。プロジェクター２は、第４タブレット端末３ｄから受信した合成
画像データに基づいて、投射部２０により合成画像を表示する。
　この構成によれば、第４タブレット端末３ｄの要求に応じて、プロジェクター２が第１
タブレット端末３ａ及び第２タブレット端末３ｂからサムネイル画像データを収集して、
第４タブレット端末３ｄに送信すると共に、第４タブレット端末３ｄがプロジェクター２
に合成画像データを送信して合成画像を表示させる表示システムについて、通信ネットワ
ークＮの通信負荷を低減できる。
【００６８】
　また、本実施形態では、プロジェクター２は、第１タブレット端末３ａに係るサムネイ
ル画像データ、及び、第２タブレット端末３ｂに係るサムネイル画像データを第４タブレ
ット端末３ｄに送信する際、データの送信に係る処理を、間隔をあけて実行する。
　この構成によれば、プロジェクター２から第４タブレット端末３ｄへのサムネイル画像
データの送信が開始されてから完了するまでの期間に、サムネイル画像データの送信が行
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われない期間が定期的に設けられる。これにより、サムネイル画像データの送信が開始さ
れてから完了するまでの期間において、通信ネットワークＮに接続された装置が、プロジ
ェクター２によるサムネイル画像データの送信に影響を受けることなく通信ネットワーク
Ｎを介した通信を行える期間が定期的に現出し、通信ネットワークＮを介した円滑な通信
が可能な状態を維持できる。
【００６９】
　また、本実施形態では、プロジェクター２は、第１タブレット端末３ａ及び第２タブレ
ット端末３ｂに、サムネイル画像データの送信を要求する際に、端末一覧情報（各端末の
順番に関する情報）を併せて通知する。第１タブレット端末３ａ及び第２タブレット端末
３ｂは、端末一覧情報に基づいて、各端末の順番に応じてデータを送信するタイミングが
ずれるように、データを送信するタイミングを異ならせる。
　この構成によれば、第１タブレット端末３ａ、及び、第２タブレット端末３ｂは、端末
一覧情報を用いて、効率よく、かつ、確実に、サムネイル画像データを送信するタイミン
グを異ならせることができる。
【００７０】
　また、本実施形態では、第１タブレット端末３ａがプロジェクター２の要求に応じて送
信するデータは、第１タブレット端末３ａが表示する画像に係るサムネイル画像データで
ある。また、第２タブレット端末３ｂがプロジェクター２の要求に応じて送信するデータ
は、第２タブレット端末３ｂが表示する画像に係るサムネイル画像データである。
　この構成によれば、プロジェクター２からの要求に応じて、第１タブレット端末３ａが
サムネイル画像データを送信し、第２タブレット端末３ｂがサムネイル画像データを送信
し、プロジェクター２が、第１タブレット端末３ａに係るサムネイル画像、及び、第２タ
ブレット端末３ｂに係るサムネイル画像を含む合成画像を表示する表示システム１につい
て、通信ネットワークＮの通信負荷を低減できる。
【００７１】
　なお、上述した実施形態は本発明を限定するものではなく、上記実施形態とは異なる態
様として本発明を適用することも可能である。
　例えば、上述した実施形態では、プロジェクター２とは異なる装置である第４タブレッ
ト端末３ｄが、合成画像データを生成し、プロジェクター２は、第４タブレット端末３ｄ
が生成した合成画像データを受信して、受信した合成画像データに基づいて合成画像を表
示した。一方で、合成画像データを生成する主体は、プロジェクター２自体であってもよ
い。すなわち、プロジェクター２のプロジェクター制御部２４が、複数の端末からサムネ
イル画像データを受信した場合に、受信したサムネイル画像データに基づいて合成画像デ
ータを生成し、生成した合成画像データに基づいて投射部２０により合成画像を表示する
構成でもよい。この場合、プロジェクター制御部２４は、「合成部」として機能する。こ
の構成であっても、上述した実施形態で説明した効果と同様の効果を奏することができる
。
　例えば、本実施形態に係るプロジェクター２が表示する合成画像には、タブレット端末
３が表示する画像に係るサムネイル画像が含まれていた。しかしながら、合成画像に含ま
れる画像はサムネイル画像に限らず、縮小されていない画像が含まれる構成でもよい。
　また例えば、本実施形態では、プロジェクター２がタブレット端末３に送信するサムネ
イル画像要求コマンドに端末一覧情報が含まれ、１のタブレット端末３は、端末一覧情報
に基づいて、自身がサムネイル画像データを送信するタイミングと、他のタブレット端末
３がサムネイル画像データを送信するタイミングをずらした。しかしながら、１のタブレ
ット端末３が他のタブレット端末３とサムネイル画像データを送信するタイミングをずら
す方法は、本実施形態に係る方法に限らない。例えば、各タブレット端末３が、プロジェ
クター２からサムネイル画像データの送信の要求を受けるたびに、送信タイミング経過時
間の値をランダムに決定し、送信タイミング経過時間の経過を待ってサムネイル画像デー
タを送信する構成でもちょい。
　また例えば、上記実施形態において、通信ネットワークＮに接続されるタブレット端末
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　また例えば、上記実施形態ではスクリーンＳＣの正面に設置されたプロジェクター２が
、前方に画像を投射する構成を例に挙げて説明したが、本発明はこれに限定されるもので
はなく、スクリーンＳＣが透過型のスクリーンとして構成され、プロジェクター２がスク
リーンＳＣの背面側から画像を投射する構成に本発明を適用することも勿論可能である。
さらに、本発明の表示装置は、スクリーンＳＣに画像を投射するプロジェクターに限定さ
れず、液晶表示パネルに画像を表示する液晶モニターまたは液晶テレビ、或いは、ＰＤＰ
（プラズマディスプレイパネル）に画像を表示するモニター装置またはテレビ受像機、Ｏ
ＬＥＤ（Organic Light-emitting-diode）、ＯＥＬ（Organic Electro-Luminescence）等
と呼ばれる有機ＥＬ表示パネルに画像を表示するモニター装置またはテレビ受像機等の自
発光型の表示装置など、各種の表示装置も本発明の表示装置に含まれ、入力された画像信
号に基づく画像をカラー表示することができる携帯型の表示装置も含まれる。この場合、
液晶表示パネル、プラズマディスプレイパネル、有機ＥＬ表示パネルが変調手段に相当す
る。
【００７２】
　また、図を用いて説明した表示システム１の各機能部は機能的構成を示すものであって
、具体的な実装形態は特に制限されない。つまり、必ずしも各機能部に個別に対応するハ
ードウェアが実装される必要はなく、一つのプロセッサーがプログラムを実行することで
複数の機能部の機能を実現する構成とすることも勿論可能である。また、上記実施形態に
おいてソフトウェアで実現されている機能の一部をハードウェアで実現してもよく、ある
いは、ハードウェアで実現されている機能の一部をソフトウェアで実現してもよい。その
他、表示システム１１の具体的な細部構成について、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で任
意に変更可能である。
【符号の説明】
【００７３】
　１…表示システム、２…プロジェクター（表示装置）、３…タブレット端末（端末）、
３ａ…第１タブレット端末（第１の端末）、３ｂ…第２タブレット端末（第２の端末）、
３ｃ…第３タブレット端末、３ｄ…第４タブレット端末（第３の端末）、２０…投射部、
２１…照明光学系、２２…光変調装置、２３…投射光学系、２４…プロジェクター制御部
、２５…光源駆動部、２６…光変調装置駆動部、２７…投射光学系駆動部、３０…プロジ
ェクター記憶部、３１…操作パネル、３２…リモコン受光部、３３…無線通信部、３４…
有線通信部、Ｎ…通信ネットワーク。
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